
プログラム 
【学術大会】２０２５年７月１２日（土） 

 
09：25～     開会挨拶 
 
09：30～11：00 特別講演（WEB 登壇） 
「スキーマ療法入門」 
演者 吉村 由未（洗足ストレスコーピング・サポートオフィス） 
座長 吉原 一文（九州大学キャンパスライフ・健康支援センター） 

 
11：10～11：50 会長講演 
「交流分析を用いた統合的アプローチの実践～心の成長が社会を変える～」 
演者 吉原 一文（九州大学キャンパスライフ・健康支援センター） 
座長 江花 昭一（神奈川大学保健管理センター，南浦和つながりクリニック） 

 
13：00～13：50 評議員会・総会 
 
14：00～14：50 一般演題 
座長 小澤 真（聖徳大学） 

 
１．交流分析的介入が有効であったステロイドフォビアを伴ったアトピー性皮膚炎の 1例 
  〇山北 高志 1）、芦原 睦 2） 
   １)藤田医科大学医学部皮膚科学 

２)芦原内科・心療内科／中部心身医学研究所 
 
２．中枢性感作症候群における自己成長エゴグラムと人生の満足度の関連と性差 
  〇橋本 和明 1）、武田 典子 2）、小山 明子 3）、端詰 勝敬 3） 

１)東邦大学医学部心身医学講座 
２)東邦大学医療センター大森病院心療内科 
３)東邦大学医学部心身医学講座 

 
３．産業領域における「6 因子エゴグラム」の有効性～反抗心（「RC」）に光を！ 

〇松本 敦  東京海上日動メディカルサービス株式会社 
 
 
 



４．神経性やせ症、神経性過食症の東大式エゴグラム（TEG）の分析と、 
TEG と EDE-Q の相関関係 
〇浅見 文邦、佐藤 あまね、松岡 美樹子、山中 結加里、野原 伸展、吉内 一浩 
東京大学医学部附属病院心療内科 

 
 5．SGEと CB-Eを用いた通常時とストレス対処時の自我機能の変化に関する検討 
   〇山田 一成 1）、芦原 睦１）２）、石川 浩二１）２）、鈴木 理俊２）、牧野 真也２） 

   １)芦原内科・心療内科 
２)中部心身医療研究所 

 
６．カサンドラ症候群を訴える妻の夫の社会的コミュニケーション 

及び対人的相互反応における持続的な欠陥を TA理論から理解する試み 
〇満山 かおる  一般社団法人アスファレス心理センター 

 
 ７．「先生は私を４回見捨てた」と訴えた強迫症者がラケット感情に気づくまで 

〇米沢 宏  ジャパンＥＡＰシステムズ産業ダイアローグ研究所 
 
15：00～15：50 理事長講演 
「行動モードと体験モードの統合としてのバーン心理学の理解に向けて 
－ 日本における交流分析（TA）の発展のために －」 
演者 江花 昭一（神奈川大学保健管理センター，南浦和つながりクリニック） 
座長 須藤 信行（九州大学大学院医学研究院心身医学） 

 
16：00～18：00 ５０周年記念シンポジウム 
「50 年の歴史をひもとき、新時代をひらく」 
座長 吉内 一浩（東京大学医学部附属病院心療内科） 

 
１．「九州大学心療内科における交流分析のあゆみと今後の展望」 

  久保 千春（中村学園大学） 
 
２．「新時代の交流分析～汚染解除と現実検討に基づく～」 

  島田 凉子（東邦大学医学部心身医学講座） 
 
３．「心療内科における準臨床層に対する交流分析を用いた支援」 

  橋本 和明（東邦大学医学部心身医学講座） 
 
18：00～     閉会挨拶 
 



 

【講習会】２０２５年７月１２日（土） 

 
09：30～12：00 講習会 
「過去と他人は変えられない―ではどうするの？ 答えを交流分析(TA)で学ぼう！」 
 演者 細谷 紀江（学習院大学学生相談室） 
    江花 昭一（神奈川大学保健管理センター，南浦和つながりクリニック） 
 司会 田副 真美（ルーテル学院大学総合人間学部） 


